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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動局のための方法であって、該方法は、
　ＤＢＣＣＩ（Ｄａｔａ　Ｂｌｏｃｋ　Ｃｏｍｂｉｎｅｄ　ｗｉｔｈ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　
Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）に対する要求を、ワイヤレスチャネルを介して受信することと
、
　該要求を受信すると、特定の順序を定義するＵＡＤＢ（データブロックに対するアップ
リンク割り当て）を受信する前に、複数のデータブロックおよび該ＤＢＣＣＩをエンコー
ドすることと、
　該要求に応答して、ＤＢＣＣＩに対する該要求のために使用されるタイムスロットに対
応する少なくとも１つのタイムスロットを用いて該ＤＢＣＣＩを伝送することと、
　該移動局が該ＤＢＣＣＩに対する該要求に応答している少なくとも１つの無線ブロック
期間内に、該特定の順序から外れて該複数のデータブロックを伝送することと
　を包含する、方法。
【請求項２】
　前記要求に応答して、ＤＢＣＣＩに対する該要求のために使用されるタイムスロットに
対応する少なくとも１つのタイムスロットを用いてＤＢＣＣＩを伝送することは、
　該要求のために使用されるダウンリンクスロットと同一番号のアップリンクスロットを
用いてＢＴＴＩブロックを伝送することを包含する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
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　前記要求に応答して、ＤＢＣＣＩに対する該要求のために使用されるタイムスロットに
対応する少なくとも１つのタイムスロットを用いてＤＢＣＣＩを伝送することは、
　該要求のために使用されるダウンリンクスロットペアに対応するアップリンクスロット
ペアを用いてＲＴＴＩブロックを伝送することを包含する、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　少なくとも１つのＵＡＤＢ（データブロックに対するアップリンク割り当て）を受信す
ることであって、各ＵＡＤＢは、それぞれのアップリンクブロックの割り当てを示す、こ
とと、
　該少なくとも１つのＵＡＤＢによって割り当てられる、前記ＤＢＣＣＩを伝送するため
に使用されるタイムスロット以外の（１つまたは複数の）アップリンクタイムスロットを
用いて、所与の無線ブロック期間内に１つ以上のアップリンクデータブロックを伝送する
ことであって、このようなデータブロックのそれぞれは、該ＤＢＣＣＩの一部として送信
される（１つまたは複数の）データブロックの（１つまたは複数の）ブロックシーケンス
番号よりも大きいブロックシーケンス番号を有する、ことと
　をさらに包含する、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記特定の順序は、ブロックシーケンス番号順序で発生する初期の伝送を含む、請求項
１に記載の方法。
【請求項６】
　ＤＢＣＣＩ（Ｄａｔａ　Ｂｌｏｃｋ　Ｃｏｍｂｉｎｅｄ　ｗｉｔｈ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　
Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）に対する前記要求は、ＲＬＣ（無線リンク制御）データブロッ
ク＋ＰＡＮ（ピギーバック方式ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）に対するポーリングである、請求項１
に記載の方法。
【請求項７】
　ＤＢＣＣＩ（Ｄａｔａ　Ｂｌｏｃｋ　Ｃｏｍｂｉｎｅｄ　ｗｉｔｈ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　
Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）に対する前記要求は、ＲＬＣ（無線リンク制御）データブロッ
ク＋ＰＡＮ（ピギーバック方式ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）に対するポーリングである、請求項２
に記載の方法。
【請求項８】
　ＤＢＣＣＩ（Ｄａｔａ　Ｂｌｏｃｋ　Ｃｏｍｂｉｎｅｄ　ｗｉｔｈ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　
Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）に対する前記要求は、ＲＬＣ（無線リンク制御）データブロッ
ク＋ＰＡＮ（ピギーバック方式ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）に対するポーリングである、請求項３
に記載の方法。
【請求項９】
　ＤＢＣＣＩ（Ｄａｔａ　Ｂｌｏｃｋ　Ｃｏｍｂｉｎｅｄ　ｗｉｔｈ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　
Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）に対する前記要求は、ＲＬＣ（無線リンク制御）データブロッ
ク＋ＰＡＮ（ピギーバック方式ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）に対するポーリングである、請求項４
に記載の方法。
【請求項１０】
　ＤＢＣＣＩ（Ｄａｔａ　Ｂｌｏｃｋ　Ｃｏｍｂｉｎｅｄ　ｗｉｔｈ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　
Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）に対する前記要求は、ＲＬＣ（無線リンク制御）データブロッ
ク＋ＰＡＮ（ピギーバック方式ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）に対するポーリングである、請求項５
に記載の方法。
【請求項１１】
　各ＵＡＤＢは、ＵＳＦ（アップリンク状態フラグ）である、請求項４に記載の方法。
【請求項１２】
　移動局によって実行されるコンピュータ実行可能な命令が格納されたコンピュータ読み
取り可能な媒体であって、該コンピュータ実行可能な命令が実行されると、該コンピュー
タ実行可能な命令は、方法を実行することを該移動局に行わせ、
　該方法は、
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　ＤＢＣＣＩ（Ｄａｔａ　Ｂｌｏｃｋ　Ｃｏｍｂｉｎｅｄ　ｗｉｔｈ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　
Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）に対する要求を、ワイヤレスチャネルを介して受信することと
、
　該要求を受信すると、特定の順序を定義するＵＡＤＢ（データブロックに対するアップ
リンク割り当て）を受信する前に、複数のデータブロックおよび該ＤＢＣＣＩをエンコー
ドすることと、
　該要求に応答して、ＤＢＣＣＩに対する該要求のために使用されるタイムスロットに対
応する少なくとも１つのタイムスロットを用いて該ＤＢＣＣＩを伝送することと、
　該移動局が該ＤＢＣＣＩに対する該要求に応答している少なくとも１つの無線ブロック
期間内に、該特定の順序から外れて該複数のデータブロックを伝送することと
　を包含する、コンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項１３】
　前記要求に応答して、ＤＢＣＣＩに対する該要求のために使用されるタイムスロットに
対応する少なくとも１つのタイムスロットを用いてＤＢＣＣＩを伝送することは、
　該要求のために使用されるダウンリンクスロットと同一番号のアップリンクスロットを
用いてＢＴＴＩブロックを伝送することを包含する、請求項１２に記載のコンピュータ読
み取り可能な媒体。
【請求項１４】
　前記要求に応答して、ＤＢＣＣＩに対する該要求のために使用されるタイムスロットに
対応する少なくとも１つのタイムスロットを用いてＤＢＣＣＩを伝送することは、
　該要求のために使用されるダウンリンクスロットペアに対応するアップリンクスロット
ペアを用いてＲＴＴＩブロックを伝送することを包含する、請求項１２にコンピュータ読
み取り可能な媒体。
【請求項１５】
　前記方法は、
　少なくとも１つのＵＡＤＢ（データブロックに対するアップリンク割り当て）を受信す
ることであって、各ＵＡＤＢは、それぞれのアップリンクブロックの割り当てを示す、こ
とと、
　該少なくとも１つのＵＡＤＢによって割り当てられる、前記ＤＢＣＣＩを伝送するため
に使用されるタイムスロット以外の（１つまたは複数の）アップリンクタイムスロットを
用いて、所与の無線ブロック期間内に１つ以上のアップリンクデータブロックを伝送する
ことであって、このようなデータブロックのそれぞれは、該ＤＢＣＣＩの一部として送信
される（１つまたは複数の）データブロックの（１つまたは複数の）ブロックシーケンス
番号よりも大きいブロックシーケンス番号を有する、ことと
　をさらに包含する、請求項１２に記載のコンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項１６】
　ＤＢＣＣＩ（Ｄａｔａ　Ｂｌｏｃｋ　Ｃｏｍｂｉｎｅｄ　ｗｉｔｈ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　
Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）に対する前記要求は、ＲＬＣ（無線リンク制御）データブロッ
ク＋ＰＡＮ（ピギーバック方式ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）に対するポーリングである、請求項１
２に記載のコンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項１７】
　ＤＢＣＣＩ（Ｄａｔａ　Ｂｌｏｃｋ　Ｃｏｍｂｉｎｅｄ　ｗｉｔｈ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　
Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）に対する前記要求は、ＲＬＣ（無線リンク制御）データブロッ
ク＋ＰＡＮ（ピギーバック方式ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）に対するポーリングである、請求項１
５に記載のコンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項１８】
　移動局であって、
　少なくとも１つのアンテナと、
　少なくとも１つのワイヤレスアクセス無線と、
　複数のコンポーネントのうちの１つまたは組み合わせと
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　を備え、
　該複数のコンポーネントのうちの１つまたは組み合わせは、
　ＤＢＣＣＩ（Ｄａｔａ　Ｂｌｏｃｋ　Ｃｏｍｂｉｎｅｄ　ｗｉｔｈ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　
Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）に対する要求を、ワイヤレスチャネルを介して受信することと
、
　該要求を受信すると、特定の順序を定義するＵＡＤＢ（データブロックに対するアップ
リンク割り当て）を受信する前に、複数のデータブロックおよび該ＤＢＣＣＩをエンコー
ドすることと、
　該要求に応答して、ＤＢＣＣＩに対する該要求のために使用されるタイムスロットに対
応する少なくとも１つのタイムスロットを用いて該ＤＢＣＣＩを伝送することと、
　該移動局が該ＤＢＣＣＩに対する該要求に応答している少なくとも１つの無線ブロック
期間内に、該特定の順序から外れて該複数のデータブロックを伝送することと
　を行うように該移動局を制御するように構成されている、移動局。
【請求項１９】
　前記複数のコンポーネントのうちの１つまたは組み合わせは、
　前記要求に応答して、ＤＢＣＣＩに対する該要求のために使用されるタイムスロットに
対応する少なくとも１つのタイムスロットを用いてＤＢＣＣＩを伝送することが、該要求
のために使用されるダウンリンクスロットと同一番号のアップリンクスロットを用いてＢ
ＴＴＩブロックを伝送することを包含するように、前記移動局を制御するように構成され
ている、請求項１８に記載の移動局。
【請求項２０】
　前記複数のコンポーネントのうちの１つまたは組み合わせは、
　前記要求に応答して、ＤＢＣＣＩに対する該要求のために使用される前記タイムスロッ
トに対応する少なくとも１つのタイムスロットを用いてＤＢＣＣＩを伝送することが、該
要求のために使用されるダウンリンクスロットペアに対応するアップリンクスロットペア
を用いてＲＴＴＩブロックを伝送することを包含するように、前記移動局を制御するよう
に構成されている、請求項１８に記載の移動局。
【請求項２１】
　前記複数のコンポーネントのうちの１つまたは組み合わせは、
　少なくとも１つのＵＡＤＢ（データブロックに対するアップリンク割り当て）を受信す
ることであって、各ＵＡＤＢは、それぞれのアップリンクブロックの割り当てを示す、こ
とと、
　該少なくとも１つのＵＡＤＢによって割り当てられる、前記ＤＢＣＣＩを伝送するため
に使用されるタイムスロット以外の（１つまたは複数の）アップリンクタイムスロットを
用いて、所与の無線ブロック期間内に１つ以上のアップリンクデータブロックを伝送する
ことであって、このようなデータブロックのそれぞれは、該ＤＢＣＣＩの一部として送信
される（１つまたは複数の）データブロックの（１つまたは複数の）ブロックシーケンス
番号よりも大きいブロックシーケンス番号を有する、ことと
　を行うように前記移動局を制御するようにさらに構成されている、請求項１８に記載の
移動局。
【請求項２２】
　ＤＢＣＣＩ（Ｄａｔａ　Ｂｌｏｃｋ　Ｃｏｍｂｉｎｅｄ　ｗｉｔｈ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　
Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）に対する前記要求は、ＲＬＣ（無線リンク制御）データブロッ
ク＋ＰＡＮ（ピギーバック方式ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）に対するポーリングである、請求項１
８に記載の移動局。
【請求項２３】
　ＤＢＣＣＩ（Ｄａｔａ　Ｂｌｏｃｋ　Ｃｏｍｂｉｎｅｄ　ｗｉｔｈ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　
Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）に対する前記要求は、ＲＬＣ（無線リンク制御）データブロッ
ク＋ＰＡＮ（ピギーバック方式ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）に対するポーリングである、請求項２
０に記載の移動局。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（分野）
　本願は、２００９年３月２３日に出願された米国仮特許出願第６１／１６２，５５０号
の利益を主張し、本明細書において、この仮出願はその全体が参照により援用される。
【０００２】
　（出願の分野）
　本願は、ピギーバック方式ＡＣＫ／ＮＡＣＫビットマップフィールドと共にアップリン
クデータブロック伝送を割り当て、伝送するシステムおよび方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　（背景）
　一部のワイヤレス電気通信システムは、時分割多重化スキームを用いる。利用可能な伝
送時間は、複数のスロットに分割される。例として、ＧＳＭ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅ
ｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ）の場合、時間は８個のスロ
ットの複数の組に分割される。８個のスロットの各組は、総称的にフレームという。
【０００４】
　この説明において、アサインメントとは、所与の移動局に対して利用可能にされた複数
のスロットを識別するために使用される信号方式をいう。単方向のデータフローにアサイ
ンされたスロットの組は、ＴＢＦ（時間ブロックフロー）という。ＴＢＦは、単方向のエ
ンティティであり、アップリンクＴＢＦは、アップリンクアサインメント／割り当てに関
し、ダウンリンクＴＢＦは、ダウンリンクアサインメント／割り当てに関する。
【０００５】
　この説明において、割り当ては、特定のスロット上での実際のデータの受信／伝送をい
う。割り当ては、必然的に利用可能なアサインメントのサブセットまたは全てである。複
数の移動局は、同一のアサインメントまたは重なるアサインメントを有し得、割り当ては
衝突を避けるために使用される。
【０００６】
　ＧＳＭフレーム定義によって、アップリンクに対するスロットナンバリングは、ダウン
リンクに対するスロットナンバリングとずれており、その結果、同一の番号を有するダウ
ンリンクスロットとアップリンクスロットとは、移動局が同時に受信および伝送をするこ
となしに、ダウンリンクおよびアップリンクの両方にアサインされ得、割り当てられ得る
。所与の移動局に対して、所与のフレーム内の同一の物理時間スロットは、アップリンク
またはダウンリンクの両方ではなくいずれかにアサインされ得、そして／または割り当て
られ得る。しかし、上記のずれているナンバリングに起因して、同一のスロット番号を有
する所与のフレーム内のスロットは、アップリンクおよびダウンリンクの両方にアサイン
され得、割り当てられ得る。
【０００７】
　所与のエリア内の複数の移動局は、これらの時間スロットを共有する。各移動局がデー
タを有する場合にはいつでも、各移動局は、アップリンク割り当てメカニズムに基づいて
、アップリンク方向にデータを送信する。ネットワークは、また、これらのスロット上で
、複数の移動局に対してデータを送信する。例えば、第１のフレームにおいて、スロット
０は、第１の移動局に対するデータを含み得るが、次のフレームにおいて、同一のスロッ
トは、第２の移動局に対するデータを含み得る。スロットは、非常に小さな時間単位であ
るので、スロットは複数の連続したフレーム上で１つの移動局に割り当てられ得る。例え
ば、ＢＴＴＩ（基本伝送時間間隔）ブロックは、４つの連続したフレーム上に割り当てら
れた１つのスロットを含む。例えば、フレーム１スロット１、フレーム２スロット１、フ
レーム３スロット１およびフレーム４スロット１は、ＢＴＴＩブロックを構成し得る。同
一の実装において、フレームは、約５ｍｓの持続時間であり、その結果、ＢＴＴＩブロッ
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クは、４つのフレーム上に、または２０ｍｓ間隔で広がる。ＢＴＴＩ　ＴＢＦは、ＢＴＴ
Ｉブロックを用いるＴＢＦである。
【０００８】
　ＲＴＴＩ（低減伝送時間間隔）ブロックは、上記で導入されたものと同一のフレームを
用いるが、ＲＴＴＩブロックは、第１フレームの間は一対のスロットからなり、次のフレ
ームの間は一対のスロットからなり、その結果、ＲＴＴＩブロックは、２つのフレームま
たは１０ｍｓ間隔にわたって広がる。ＲＴＴＩ　ＴＢＦは、ＲＴＴＩブロックを利用する
ＴＢＦである。ＢＴＴＩ　ブロックに対して、ＲＴＴＩブロックに対する伝送間隔は、半
分まで低減される。
【０００９】
　無線ブロックは、４バーストの集合であり、この４バーストの集合は、ＲＬＣ／ＭＡＣ
データブロック、ＰＡＣＣＨブロックなどを送信するために使用される。この説明におい
て参照される全ての伝送は、４バースト無線ブロックとして送信される。ＢＴＴＩ（基本
伝送時間間隔）に対しては、無線ブロックが、４フレームにおいて同一のタイムスロット
番号を用いて送信され、ＲＴＴＩ（低減された伝送時間間隔）に対しては、無線ブロック
は、２フレームにおいて２つのタイムスロットを用いて送信される。無線ブロック期間は
、４または２ＴＤＭＡフレームの持続時間であり、これらのフレームにおいて、無線ブロ
ックが送信される。アップリンク伝送に対する割り当ては、ＢＴＴＩブロックを、４ＴＤ
ＭＡフレームの各々において同一のタイムスロットに割り当るか、または、ＲＴＴＩブロ
ックを、２ＴＤＭＡフレームの各々において２つのタイムスロットに割り当てる。
【００１０】
　８タイムスロットに各々分割されるダウンリンクフレーム３０およびアップリンクフレ
ーム３２の例が図１Ａに示される。ダウンリンクフレームは、アップリンクフレームから
時間においてずれており、その結果、同時に伝送および受信する必要なしに、移動局はダ
ウンリンクフレームにおいて、タイムスロット＃ｎを受信し得、アップリンクフレームに
おいて、タイムスロット＃ｎを有するタイムスロットに応答して伝送し得る。
【００１１】
　アップリンクＢＴＴＩ割り当てを行うために、ネットワークは、前のブロック期間のダ
ウンリンクスロットにおいて、ダウンリンクＢＴＴＩブロックの間にＵＳＦ（アップリン
ク状態フラグ）を伝送する。移動局は、ＵＳＦを伝送するために使用されるダウンリンク
スロットの番号と同一の番号を有するアップリンクＢＴＴＩのアップリンク伝送のための
タイムスロットがそれにより割り当てられる。図１Ａは、単一のＢＴＴＩブロックのダウ
ンリンク伝送の例を示し、単一のＢＴＴＩブロックは４０で示され、４つの連続ダウンリ
ンクフレームの各々の第１のスロットを含み、４１におけるＢＴＴＩアップリンク割り当
ては、４つの連続アップリンクフレームの各々の第１のスロットを含む。例示される例に
おいて、前のブロック期間（図示せず）の４つのダウンリンクスロットは、また、ＢＴＴ
Ｉアップリンクブロック４１を移動局に割り当てる移動局に対するＵＳＦを含む。ＢＴＴ
ＩのＵＳＦは、ＢＴＴＩブロックと共に送信され、ＵＳＦが送信された後に、ＢＴＴＩ無
線ブロック期間においてアップリンクブロックを割り当てる。図１Ｂは、５０で概して示
されるＲＴＴＩダウンリンク伝送と、５１において概して示されるＲＴＴＩアップリンク
伝送との例を示す。この例において、ＲＴＴＩブロックは、タイムスロット＃１、＃２上
でダウンリンクにおいて移動局に伝送され、タイムスロット＃１、＃２上で無線ブロック
期間（図示せず）において、ＵＳＦ信号方式によって伝送され、これらのスロットは、タ
イムスロット＃１、＃２からなるダウンリンクペアに「対応するスロットペア」または「
対応するＰＤＣＨ（パケットデータチャネル）ペア」として定義される。この例において
、アップリンクスロットは、アップリンク割り当ての目的のためにＵＳＦを伝送するため
に用いられるダウンリンクスロットの場合と同一であるが、このことは、ＲＴＴＩ割り当
てを用いる場合には常にはあてはまらない。ＲＴＴＩ　ＵＳＦモード中のＵＳＦは、ＲＴ
ＴＩブロックと同様に送信され（すなわち、これらは２つの連続フレームにわたり一対の
スロットを占める）、ＵＳＦが送信された後、２つのフレーム内の対応するアップリンク
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タイムスロット上のＲＴＴＩブロックを指示する。２つのＢＴＴＩ　ＵＳＦが２つのＲＴ
ＴＩブロックを割り当てるために使用されるＲＴＴＩ割り当てのハイブリッドバージョン
も存在する。具体的には、第１のＢＴＴＩ　ＵＳＦは、４つのフレームのうちの最初の２
つのフレームにＲＴＴＩ無線ブロックを割り当て、その後に２つのＢＴＴＩ　ＵＳＦが続
き、第２のＢＴＴＩ　ＵＳＦは、４つのフレームのうちの二番目の２つのフレームにＲＴ
ＴＩブロックを割り当て、その後に２つのＢＴＴＩ　ＵＳＦが続く。
【００１２】
　歴史的に、より具体的には、最新で３ＧＰＰリリース６を含んで、ダウンリンクブロッ
クのヘッダ内で、ＲＲＢＰ（逆無線ブロック期間）またはＥＳ／Ｐ（ＥＧＰＲＳ補助／ポ
ーリング）フィールドを用いたネットワークによるポーリングは、２つの機能：
　ａ）伝送のために、移動局に対して、将来的に特定のアップリンクブロックを割り当て
る機能
　ｂ）そのブロックのコンテンツを、移動局に示す機能
　を行う。
【００１３】
　初期の仕様（すなわち、最新で、３ＧＰＰリリース６を含む）において、ポーリングに
応答して移動局によって送信されるべきアップリンクブロックは、常に、ＰＡＣＣＨ（パ
ケット関連制御チャネル）上で送信され、典型的には、応答はダウンリンクＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫ（肯定応答／否定応答）メッセージ（例えば、ＥＧＰＲＳパケットダウンリンクＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫメッセージ）である。ＰＡＣＣＨブロックに対して、ネットワークによって
ポーリングされる場合には、３ＧＰＰ　ＴＳ　４４．０６０　ｖ７．１５．０　セクショ
ン１０．４．５に関する仕様から、応答メッセージは、ポーリングが受信された場合と同
一のタイムスロット番号上で送信されなければならないことが明らかである。この例は図
２に示されている。図２において、ネットワークは１０で示され、移動局は１２で示され
る。フレーム＃ｘおよびタイムスロット＃ｎにおいて、１４においてＰＡＣＣＨブロック
に対するポーリングを伝送するネットワーク１０が示される。初期の仕様において、ポー
リングは、ＲＲＢＰのコンテンツ、ＥＳ／Ｐフィールドによって示される。フレーム＃ｘ
およびタイムスロット＃ｎは、単純に、ネットワークによって選択されるようなフレーム
番号およびタイムスロット番号を表し、ここで、ポーリングを含む無線ブロックの第１の
バーストが伝送される。応答して、移動局１２は、フレーム＃ｙ、タイムスロット＃ｎで
開始する、１６において示されるようなＰＡＣＣＨブロック（例えば、ＥＧＰＲＳパケッ
トダウンリンクＡＣＫ／ＮＡＣＫ）を伝送する。フレーム＃ｙおよびタイムスロット＃ｎ
は、ポーリングへの応答を含む無線ブロックの第１のバーストを伝送するために移動局に
よって使用されるフレーム番号およびタイムスロット番号を表す。明確さのために、これ
らの無線ブロックの後に続くバーストの伝送が示されていない。タイムスロット＃ｎは、
ポーリングを伝送するためにネットワークによって用いられるものと同一である。さらに
、フレーム番号ｘとｙとの間の関係は、ポーリングメッセージによって明確に記載される
（例えば、３ＧＰＰ　ＴＳ　４４．０６０の１０．４．４ｂ、１０．４．５を参照）。
【００１４】
　３ＧＰＰリリース７において、モバイルがピギーバック方式ＡＣＫ／ＮＡＣＫビットマ
ップフフィールド（ＰＡＮ）によってＲＬＣ／ＭＡＣデータブロックを伝送することを示
すためにポーリングに可能性が追加された。これは、新たに定義されたＣＥＳ／Ｐ（組み
合わせＥＧＰＲＳ補助／ポーリング）フィールド内のビットの適切な設定によって要求さ
れる。このようなポーリングは、ダウンリンクデータブロック内に含まれ、ポーリング応
答が開始するフレームを示す。ポーリングはＢＴＴＩモードにおいて送信され得るか（こ
れは４フレームに対して同一のスロットにおいて送信され得ることを意味する）、または
ＲＴＴＩモードで送信され得る（２つのフレームに対して一対のスロットにおいて送信さ
れ得ることを意味する）。移動局は、アップリンクの予約されたブロックがＲＴＴＩを使
用するか否かを知っており、応答を送信することを理解し得る。
【００１５】
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　通常、データブロックの伝送に対するアップリンク無線リソースに対する割り当ては、
ＵＳＦによって信号送信され、このＵＳＦは、無線ブロック期間のすぐ直前の無線ブロッ
クにおいて送信され、この期間において、上述されるようにアップリンク割り当てが有効
である。
【００１６】
　ＰＡＮと共にＲＬＣ／ＭＡＣブロックを伝送する必要なしに、アップリンクデータ転送
に対する割り当てを有することを決定する移動局と、割り当てられたアップリンクブロッ
ク伝送時間との間の比較的短い時間にかかわらず、このことは、処理／符号化に対する問
題とはならない。なぜならば、符号化は、データブロックが伝送されるとき（特に、タイ
ムスロット番号においてデータブロックが送信されるとき）に正確に依存しないので、先
に無線を符号化することは可能であるからである。
【００１７】
　所与のブロック期間にアップリンク伝送を要求するポーリングが、同一の無線ブロック
期間にリソースを割り当てるＵＳＦよりもかなり早く送信されることに留意されたい。ポ
ーリングおよびＵＳＦは、同一のアップリンク伝送機会を指し得ることが可能である。こ
れは、スケジューリングを行う場合に、ネットワークによって考慮される。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　（概要）
　本開示の広い局面は、移動局に対する方法を提供し、その方法は、ＤＢＣＣＩ（Ｄａｔ
ａ　Ｂｌｏｃｋ　Ｃｏｍｂｉｎｅｄ　ｗｉｔｈ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏ
ｎ）に対する要求を、ワイヤレスチャネルを介して受信することと、該要求に応答して、
ＤＢＣＣＩに対する該要求のために使用されるタイムスロットに対応する少なくとも１つ
のタイムスロットを用いてＤＢＣＣＩを伝送することと、該移動局がＤＢＣＣＩに対する
要求に応答する少なくとも１つの無線ブロック期間内で特定の順序から外れてデータブロ
ックを送信することであって、該特定の順序は、データブロックと共に送信されるべき制
御情報がない場合に、データブロック伝送をアップリンクするために適用される順序であ
る、こととを包含する。
【００１９】
　一部の実施形態において、要求に応答して、ＤＢＣＣＩに対する該要求のために使用さ
れるタイムスロットに対応する少なくとも１つのタイムスロットを用いてＤＢＣＣＩを伝
送することは、該要求のために使用されるダウンリンクスロットと同一番号のアップリン
クスロットを用いてＢＴＴＩブロックを伝送することを包含する。
【００２０】
　一部の実施形態において、要求に応答して、ＤＢＣＣＩに対する該要求のために使用さ
れるタイムスロットに対応する少なくとも１つのタイムスロットを用いてＤＢＣＣＩを伝
送することは、該要求のために使用されるダウンリンクスロットペアに対応するアップリ
ンクスロットペアを用いてＲＴＴＩブロックを伝送することを包含する。
【００２１】
　一部の実施形態において、この方法は、少なくとも１つのＵＡＤＢ（データブロックに
対するアップリンク割り当て）を受信することであって、各ＵＡＤＢは、それぞれのアッ
プリンクブロックの割り当てを示す、ことと、該少なくとも１つのＵＡＤＢによって割り
当てられる、このＤＢＣＣＩを伝送するために使用されるタイムスロット以外の（１つま
たは複数の）アップリンクタイムスロットを用いて、所与の無線ブロック期間内に１つ以
上のアップリンクデータブロックを伝送することであって、このようなデータブロックは
、それぞれ、該ＤＢＣＣＩの一部として送信される（１つまたは複数の）データブロック
の（１つまたは複数の）ブロックシーケンス番号よりも大きいブロックシーケンス番号を
有する、こととをさらに包含する。
【００２２】
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　一部の実施形態において、特定の順序は、ブロックシーケンス番号順序において発生す
る初期の伝送を含む。
【００２３】
　一部の実施形態において、ＤＢＣＣＩ（Ｄａｔａ　Ｂｌｏｃｋ　Ｃｏｍｂｉｎｅｄ　ｗ
ｉｔｈ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）に対する要求は、ＲＬＣ（無線リン
ク制御）データブロックに対するポーリング＋ＰＡＮ（ピギーバック方式ＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋ）である。
【００２４】
　一部の実施形態において、各ＵＡＤＢは、ＵＳＦ（アップリンク状態フラグ）である。
【００２５】
　本開示の別の局面は、コンピュータ読み取り可能な媒体を提供し、該媒体上に移動局に
よる実行のためのコンピュータ実行可能な命令が格納され、該コンピュータ実行可能な命
令は、実行されると、上記で概略された方法のうちの任意の方法を移動局に実行させる。
【００２６】
　本開示の別の局面は、上記で概略された方法のうちの任意の方法を実行するように構成
される移動局を提供する。
【００２７】
　例えば、本発明は以下の項目を提供する。
（項目１）
　移動局のための方法であって、該方法は、
　ＤＢＣＣＩ（Ｄａｔａ　Ｂｌｏｃｋ　Ｃｏｍｂｉｎｅｄ　ｗｉｔｈ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　
Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）に対する要求を、ワイヤレスチャネルを介して受信することと
、
　該要求に応答して、ＤＢＣＣＩに対する該要求のために使用されるタイムスロットに対
応する少なくとも１つのタイムスロットを用いてＤＢＣＣＩを伝送することと、
　該移動局がＤＢＣＣＩに対する要求に応答している少なくとも１つの無線ブロック期間
内で特定の順序から外れてデータブロックを送信することであって、該特定の順序は、デ
ータブロックと共に送信されるべき制御情報がない場合に、データブロック伝送をアップ
リンクするために適用される順序である、ことと
　を包含する、方法。
（項目２）
　上記要求に応答して、ＤＢＣＣＩに対する該要求のために使用されるタイムスロットに
対応する少なくとも１つのタイムスロットを用いてＤＢＣＣＩを伝送することは、
　該要求のために使用されるダウンリンクスロットと同一番号のアップリンクスロットを
用いてＢＴＴＩブロックを伝送することを包含する、上記項目のいずれかに記載の方法。
（項目３）
　上記要求に応答して、ＤＢＣＣＩに対する該要求のために使用されるタイムスロットに
対応する少なくとも１つのタイムスロットを用いてＤＢＣＣＩを伝送することは、
　該要求のために使用されるダウンリンクスロットペアに対応するアップリンクスロット
ペアを用いてＲＴＴＩブロックを伝送することを包含する、上記項目のいずれかに記載の
方法。
（項目４）
　少なくとも１つのＵＡＤＢ（データブロックに対するアップリンク割り当て）を受信す
ることであって、各ＵＡＤＢは、それぞれのアップリンクブロックの割り当てを示す、こ
とと、
　該少なくとも１つのＵＡＤＢによって割り当てられる、上記ＤＢＣＣＩを伝送するため
に使用されるタイムスロット以外の（１つまたは複数の）アップリンクタイムスロットを
用いて、所与の無線ブロック期間内に１つ以上のアップリンクデータブロックを伝送する
ことであって、このようなデータブロックは、それぞれ、該ＤＢＣＣＩの一部として送信
される（１つまたは複数の）データブロックの（１つまたは複数の）ブロックシーケンス
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番号よりも大きいブロックシーケンス番号を有する、ことと
　をさらに包含する、上記項目のいずれかに記載の方法。
（項目５）
　上記特定の順序は、ブロックシーケンス番号順序で発生する初期の伝送を含む、上記項
目のいずれかに記載の方法。
（項目６）
　ＤＢＣＣＩ（Ｄａｔａ　Ｂｌｏｃｋ　Ｃｏｍｂｉｎｅｄ　ｗｉｔｈ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　
Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）に対する上記要求は、ＲＬＣ（無線リンク制御）データブロッ
クに対するポーリング＋ＰＡＮ（ピギーバック方式ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）である、上記項目
のいずれかに記載の方法。
（項目７）
　ＤＢＣＣＩ（Ｄａｔａ　Ｂｌｏｃｋ　Ｃｏｍｂｉｎｅｄ　ｗｉｔｈ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　
Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）に対する上記要求は、ＲＬＣ（無線リンク制御）データブロッ
クに対するポーリング＋ＰＡＮ（ピギーバック方式ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）である、上記項目
のいずれかに記載の方法。
（項目８）
　ＤＢＣＣＩ（Ｄａｔａ　Ｂｌｏｃｋ　Ｃｏｍｂｉｎｅｄ　ｗｉｔｈ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　
Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）に対する上記要求は、ＲＬＣ（無線リンク制御）データブロッ
クに対するポーリング＋ＰＡＮ（ピギーバック方式ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）である、上記項目
のいずれかに記載の方法。
（項目９）
　ＤＢＣＣＩ（Ｄａｔａ　Ｂｌｏｃｋ　Ｃｏｍｂｉｎｅｄ　ｗｉｔｈ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　
Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）に対する上記要求は、ＲＬＣ（無線リンク制御）データブロッ
クに対するポーリング＋ＰＡＮ（ピギーバック方式ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）である、上記項目
のいずれかに記載の方法。
（項目１０）
　ＤＢＣＣＩ（Ｄａｔａ　Ｂｌｏｃｋ　Ｃｏｍｂｉｎｅｄ　ｗｉｔｈ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　
Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）に対する上記要求は、ＲＬＣ（無線リンク制御）データブロッ
クに対するポーリング＋ＰＡＮ（ピギーバック方式ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）である、上記項目
のいずれかに記載の方法。
（項目１１）
　各ＵＡＤＢは、ＵＳＦ（アップリンク状態フラグ）である、上記項目のいずれかに記載
の方法。
（項目１２）
　各ＵＡＤＢは、ＵＳＦ（アップリンク状態フラグ）である、上記項目のいずれかに記載
の方法。
（項目１３）
　コンピュータ読み取り可能な媒体であって、その上に移動局による実行のためのコンピ
ュータ実行可能な命令が格納され、該コンピュータ実行可能な命令は、実行されると、
　ＤＢＣＣＩ（Ｄａｔａ　Ｂｌｏｃｋ　Ｃｏｍｂｉｎｅｄ　ｗｉｔｈ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　
Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）に対する要求を、ワイヤレスチャネルを介して受信することと
、
　該要求に応答して、ＤＢＣＣＩに対する該要求のために使用されるタイムスロットに対
応する少なくとも１つのタイムスロットを用いてＤＢＣＣＩを伝送することと、
　該移動局がＤＢＣＣＩに対する要求に応答している少なくとも１つの無線ブロック期間
内で特定の順序から外れてデータブロックを送信することであって、該特定の順序は、デ
ータブロックと共に送信されるべき制御情報がない場合に、データブロック伝送をアップ
リンクするために適用される順序である、ことと
　を包含する方法を該移動局に実行させる、コンピュータ読み取り可能な媒体。
（項目１４）
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　上記方法は、
　上記要求に応答して、ＤＢＣＣＩに対する該要求のために使用されるタイムスロットに
対応する少なくとも１つのタイムスロットを用いてＤＢＣＣＩを伝送することをさらに包
含し、該伝送することは、
　該要求のために使用されるダウンリンクスロットと同一番号のアップリンクスロットを
用いてＢＴＴＩブロックを伝送することを包含する、上記項目のいずれかに記載のコンピ
ュータ読み取り可能な媒体。
（項目１５）
　上記要求に応答して、ＤＢＣＣＩに対する該要求のために使用されるタイムスロットに
対応する少なくとも１つのタイムスロットを用いてＤＢＣＣＩを伝送することは、
　該要求のために使用されるダウンリンクスロットペアに対応するアップリンクスロット
ペアを用いてＲＴＴＩブロックを伝送することを包含する、上記項目のいずれかにコンピ
ュータ読み取り可能な媒体。
（項目１６）
　少なくとも１つのＵＡＤＢ（データブロックに対するアップリンク割り当て）を受信す
ることであって、各ＵＡＤＢは、それぞれのアップリンクブロックの割り当てを示す、こ
とと、
　該少なくとも１つのＵＡＤＢによって割り当てられる、上記ＤＢＣＣＩを伝送するため
に使用されるタイムスロット以外の（１つまたは複数の）アップリンクタイムスロットを
用いて、所与の無線ブロック期間内に１つ以上のアップリンクデータブロックを伝送する
ことであって、このようなデータブロックは、それぞれ、該ＤＢＣＣＩの一部として送信
される（１つまたは複数の）データブロックの（１つまたは複数の）ブロックシーケンス
番号よりも大きいブロックシーケンス番号を有する、ことと
　をさらに包含する、上記項目のいずれかに記載のコンピュータ読み取り可能な媒体。
（項目１７）
　ＤＢＣＣＩ（Ｄａｔａ　Ｂｌｏｃｋ　Ｃｏｍｂｉｎｅｄ　ｗｉｔｈ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　
Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）に対する上記要求は、ＲＬＣ（無線リンク制御）データブロッ
クに対するポーリング＋ＰＡＮ（ピギーバック方式ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）である、上記項目
のいずれかに記載のコンピュータ読み取り可能な媒体。
（項目１８）
　ＤＢＣＣＩ（Ｄａｔａ　Ｂｌｏｃｋ　Ｃｏｍｂｉｎｅｄ　ｗｉｔｈ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　
Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）に対する上記要求は、ＲＬＣ（無線リンク制御）データブロッ
クに対するポーリング＋ＰＡＮ（ピギーバック方式ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）である、上記項目
のいずれかに記載のコンピュータ読み取り可能な媒体。
（項目１９）
　移動局であって、
　少なくとも１つのアンテナと、
　少なくとも１つのワイヤレスアクセス無線と、
　複数のコンポーネントのうちの１つまたは１つの組み合わせと
　を備え、該複数のコンポーネントは、
　ＤＢＣＣＩ（Ｄａｔａ　Ｂｌｏｃｋ　Ｃｏｍｂｉｎｅｄ　ｗｉｔｈ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　
Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）に対する要求を、ワイヤレスチャネルを介して受信することと
、
　該要求に応答して、ＤＢＣＣＩに対する該要求のために使用されるタイムスロットに対
応する少なくとも１つのタイムスロットを用いてＤＢＣＣＩを伝送することと、
　該移動局がＤＢＣＣＩに対する要求に応答している少なくとも１つの無線ブロック期間
内で特定の順序から外れてデータブロックを送信することであって、該特定の順序は、デ
ータブロックと共に送信されるべき制御情報がない場合に、データブロック伝送をアップ
リンクするために適用される順序である、ことと
　を行うために該移動局を制御するように構成されている、移動局。
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（項目２０）
　上記複数のコンポーネントのうちの１つまたは１つの組み合わせは、
　上記要求に応答して、ＤＢＣＣＩに対する該要求のために使用されるタイムスロットに
対応する少なくとも１つのタイムスロットを用いてＤＢＣＣＩを伝送することを行うため
に上記移動局を制御するように構成され、該伝送することは、
　該要求のために使用されるダウンリンクスロットと同一番号のアップリンクスロットを
用いてＢＴＴＩブロックを伝送する、上記項目のいずれかに記載の移動局。
（項目２１）
　上記複数のコンポーネントのうちの１つまたは１つの組み合わせは、
　上記要求に応答して、ＤＢＣＣＩに対する該要求のために使用される上記タイムスロッ
トに対応する少なくとも１つのタイムスロットを用いてＤＢＣＣＩを伝送することを行う
ために上記移動局を制御するように構成され、該伝送することは、
　該要求のために使用されるダウンリンクスロットペアに対応するアップリンクスロット
ペアを用いてＲＴＴＩブロックを伝送することを包含する、上記項目のいずれかに記載の
移動局。
（項目２２）
　上記複数のコンポーネントのうちの１つまたは１つの組み合わせは、
　少なくとも１つのＵＡＤＢ（データブロックに対するアップリンク割り当て）を受信す
ることであって、各ＵＡＤＢは、それぞれのアップリンクブロックの割り当てを示す、こ
とと、
　該少なくとも１つのＵＡＤＢによって割り当てられる、上記ＤＢＣＣＩを伝送するため
に使用されるタイムスロット以外の（１つまたは複数の）アップリンクタイムスロットを
用いて、所与の無線ブロック期間内に１つ以上のアップリンクデータブロックを伝送する
ことであって、このようなデータブロックは、それぞれ、該ＤＢＣＣＩの一部として送信
される（１つまたは複数の）データブロックの（１つまたは複数の）ブロックシーケンス
番号よりも大きいブロックシーケンス番号を有する、ことと
　を行うために上記移動局を制御するようにさらに構成される、上記項目のいずれかに記
載の移動局。
（項目２３）
　ＤＢＣＣＩ（Ｄａｔａ　Ｂｌｏｃｋ　Ｃｏｍｂｉｎｅｄ　ｗｉｔｈ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　
Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）に対する上記要求は、ＲＬＣ（無線リンク制御）データブロッ
クに対するポーリング＋ＰＡＮ（ピギーバック方式ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）である、上記項目
のいずれかに記載の移動局。
（項目２４）
　ＤＢＣＣＩ（Ｄａｔａ　Ｂｌｏｃｋ　Ｃｏｍｂｉｎｅｄ　ｗｉｔｈ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　
Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）に対する上記要求は、ＲＬＣ（無線リンク制御）データブロッ
クに対するポーリング＋ＰＡＮ（ピギーバック方式ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）である、上記項目
のいずれかに記載の移動局。
【００２８】
　（摘要）
　ピギーバック方式ＡＣＫ／ＮＡＣＫビットマップフィールドによって、アップリンクデ
ータブロック伝送を割り当て、伝送するシステムおよび方法が提供される。特定の例にお
いて、移動局は、ｄａｔａ　ｂｌｏｃｋ　ｃｏｍｂｉｎｅｄ　ｗｉｔｈ　ｃｏｎｔｒｏｌ
　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ（ＤＢＣＣＩ）に対する要求を受信する。移動局は、要求に対
して使用されるタイムスロットに対応する少なくとも１つのタイムスロットを用いて、Ｄ
ＢＣＣＩを受信する。少なくとも一部の時間に、移動局は、その他の場合に使用されるも
の（例えば、ブロックシーケンス順序）と異なる順序でデータブロックを送信する。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１Ａ】図１Ａは、ＢＴＴＩブロックの模式図である。
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【図１Ｂ】図１Ｂは、ＢＴＴＩブロックの模式図である。
【図２】図２は、ＰＡＣＣＨブロックのポーリングのメッセージ交換の図である。
【図３】図３は、ＲＬＣデータブロック＋ＰＡＮのポーリングのメッセージ交換の図であ
り、ブロックＢＳＮ＝ｂでタイムスロット２内で伝送されたＰＡＮを示している。
【図４】図４は、ＲＬＣデータブロック＋ＰＡＮのポーリングのメッセージ交換の図であ
り、ブロックＢＳＮ＝ｂ＋１でタイムスロット２内で伝送されたＰＡＮを示している。
【図５】図５は、本願の実施形態に従ったＲＬＣデータブロック＋ＰＡＮのポーリングの
メッセージ交換の図である。
【図６】図６は、本願の実施形態に従ったＲＬＣデータブロック＋ＰＡＮのポーリングの
メッセージ交換の図である。
【図７】図７は、本願の実施形態に従ったＲＬＣデータブロック＋ＰＡＮのポーリングの
メッセージ交換の図である。
【図８】図８は、同じアップリンク伝送機会を割り当てる、ポーリングとＵＳＦの両方を
示しているメッセージ交換の図である。
【図９】図９は、本願の実施形態に従ったＲＬＣデータブロック＋ＰＡＮのポーリングの
メッセージ交換の図である。
【図１０】図１０は、移動局の実装例のブロック図である。
【図１１】図１１は、移動局による、ＲＬＣデータブロック＋ＰＡＮのポーリングの受信
を処理する方法のフローチャートを示す図である。
【図１２】図１２は、移動局による、ＲＬＣデータブロック＋ＰＡＮのポーリングの受信
を処理する方法のフローチャートを示す図である。
【図１３】図１３は、移動局による、ＲＬＣデータブロック＋ＰＡＮのポーリングの受信
を処理する方法のフローチャートを示す図である。
【図１４】図１４は、移動局による、ＲＬＣデータブロック＋ＰＡＮのポーリングの受信
を処理する方法のフローチャートを示す図である。
【図１５】図１５は、移動局による、ＲＬＣデータブロック＋ＰＡＮのポーリングの受信
を処理する方法のフローチャートを示す図である。
【図１６】図１６は、ネットワークにおいてスケジューリングを実行する方法のフローチ
ャートを示す図である。
【図１７】図１７は、ネットワークにおけるＲＬＣデータブロック＋ＰＡＮのポーリング
の伝送、および、移動局によるポーリングへの応答を実装するためのシステムのブロック
図である。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　ポーリングへの応答に使用される、ＰＡＮと共にＲＬＣ／ＭＡＣデータブロックを示す
タイムスロットまたは複数のタイムスロットは、ポーリングに使用されるタイムスロット
に対応する必要があることは、明確ではない。
【００３１】
　アップリンク無線リソースに対する通常の割り当ては、上に定義されたようにＵＳＦの
方法によってシグナルされる。アップリンクデータブロックの伝送のためのリソースは、
また、上に記述されたように、ＲＬＣ／ＭＡＣデータブロック＋ＰＡＮのポーリングによ
って信号され得る。しかしながら、ただポーリングだけで、ＲＬＣ／ＭＡＣデータブロッ
クの割り当てを示すために十分であるか、あるいは、代わりに、ネットワークが既存の規
則に従わなければならないかは、明確ではない。その規則は、たとえ、ポーリングがＲＬ
Ｃデータブロックに対して同じアップリンクブロックのＰＡＮと共に送られても、データ
ブロック送信のためのアップリンク割り当てがＵＳＦによって信号されなければならない
というものである。
【００３２】
　移動局が、アップリンク方向の（つまり、進行中のアップリンクＴＢＦを有して）１つ
以上のタイムスロットを割り当てられ、移動局がネットワークによってポーリングされ、
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そして、所与の無線ブロック期間の間に、ＲＬＣデータブロックをＰＡＮと一緒に送るよ
うに指令された場合、移動局がブロックシーケンシング規則およびＰＡＮタイムスロット
規則の両方に従うように要求されたならば、ポーリングへの応答が送信される無線ブロッ
ク期間のリソースを割り当てるＵＳＦフィールドのデコーディングの前に、移動局がデー
タブロックを正しくエンコードすることが可能ではない（あるいは、少なくとも非常に困
難であり得る）ことがあり得る。ブロックシーケンシング規則およびＰＡＮタイムスロッ
ト規則は、
　　ブロックシーケンシング規則：　無線ブロック期間内の特定の順序に従ったデータブ
ロックの伝送を確実にすること、（例えば、ＥＧＰＲＳ　ＲＬＣプロトコル、３ＧＰＰ　
ＴＳ　４４．０６０　副文節９．１．３．２．１　Ｖｅｒ　７．１５．０を参照、例えば
、２つのブロックの初期伝送に対して、シーケンス番号ｂのデータブロックが、ｂ＜ｃな
らば、シーケンス番号ｃのブロックである低位の番号のタイムスロットで開始して伝送さ
れることを確実にすること）および
　　ＰＡＮタイムスロット規則：　ポーリングに使用されたのと同じ番号のタイムスロッ
ト上のＰＡＮを伝送すること。
ブロックシーケンス規則は、現状、未受領通知モードオペレーションを用いて送信された
データブロックに関して、多くの場合で指令されている。例えば、３ＧＰＰ　ＴＳ　４４
．０６０　９．３．３．０を参照のこと。３ＧＰＰ　ＴＳ　４４．０６０　ｖ７．１５．
０からは、移動局が割り当てられた場合に、ポーリングによって割り当てられた無線ブロ
ックに加えて、ＵＳＦシグナリング、ポーリング応答が送信されるべき無線ブロック期間
の１つ以上のアップリンク無線ブロックによって、どのタイムスロット上でＰＡＮを収容
するＲＬＣデータブロックがアップリンク方向に伝送されるかについて、なんらかの特定
の制限があるのかは明確でない。
【００３３】
　ＲＬＣデータブロック（データブロックと組み合わされるべき任意のＰＡＮを含む）は
、一般に、移動局に割り当てられるアップリンクブロックの数が知られる前に（つまり、
アップリンク割り当てを信号するＵＳＦがデコードされる前に）、エンコードされる。し
かしながら、ＰＡＮの位置は、いくつのアップリンクタイムスロットが、ポーリングが受
信されたライムスロット番号よりも低位のタイムスロット番号を有している移動局に割り
当てられているかに依存するので、ブロックシーケンス規則およびＰＡＮタイムスロット
規則が、ＰＡＮのポーリングに対して従われなければならない場合、どのデータブロック
がそれと組み合さられたＰＡＮを有しているべきか、移動局に割り当てられたアップリン
クタイムスロットの数を知る前に、いつブロックがエンコードされるのか、移動局は判断
できない。
【００３４】
　応答に使用されるタイムスロット番号がポーリングに使用された番号と同じであると予
想される場合、かつ、データブロックが順番に伝送されるように要求される場合の課題を
例示する、次の例を考える。図３を参照すると、最初の例として、ネットワークが、１０
０において、タイムスロット＃２中のＲＬＣデータブロック＋ＰＡＮに対するポーリング
を伝送する。その後、ネットワークは、１０２においてタイムスロット＃２に対するアッ
プリンク割り当てを示すＵＳＦを含むブロックを伝送する。ＵＳＦは、ポーリングへの応
答は同じタイムスロット上にあることを必要とすることを前提として、ポーリングと同じ
タイムスロットを参照する。応答として、移動局は、１０４においてＰＡＮと共にＲＬＣ
／ＭＡＣデータブロックＢＳＮ（ブロックシーケンス番号）＝ｂを伝送する。命名法ＢＳ
Ｎ＝ｂは、ブロックがいくつかのシーケンス番号を有していることを単に意味する。これ
は、複数のブロックが考慮され、ブロックの順番が要因である場合に重要になる。ここで
、図４を参照すると、第２の例として、ネットワークは、１１０においてタイムスロット
＃２中のＲＬＣデータブロック＋ＰＡＮに対するポーリングを伝送する。その後、ネット
ワークは、タイムスロット＃１のアップリンク割り当てを示すＵＳＦを含むブロックを伝
送する。そして、ネットワークは、タイムスロット＃２のアップリンク割り当てを示すＵ
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ＳＦを含むブロックを伝送する。応答として、移動局は、１１６においてタイムスロット
＃１中のＲＬＣ／ＭＡＣブロックＢＳＮ＝ｂを伝送し、移動局は、１１８においてタイム
スロット＃２中のＲＬＣ／ＭＡＣブロックをＢＳＮ＝ｂ＋１でＰＡＮと共に伝送する。Ｒ
ＬＣブロックの順序付けは、ブロックｂがブロックｂ＋１の前に伝送されるという点にお
いて、考慮されていると見られ得、また、ポーリングと同じタイムスロット上で、ポーリ
ングへの応答を伝送する要求は、また、ＲＬＣ／ＭＡＣブロック＋ＰＡＮがタイムスロッ
ト＃２中で送信されるという点において、考慮されていると見られる。
【００３５】
　図３と図４を比較すると、図３においては、ＢＳＮ＝ｂを有するＲＬＣブロックと共に
ＰＡＮが伝送されることがわかるが、一方、図４においては、ＢＳＮ＝ｂ＋１を有するＲ
ＬＣブロックと共に、ＰＡＮが伝送されることがわかる。ＵＳＦが受信されるまでは、移
動局は、上の例のどちらが起きるかを知ることはできない。これらの例から、ＰＡＮが送
信されるタイムスロット番号はポーリングに使用された番号と同じであり、データブロッ
クが順序通り伝送されるべきであると要求される場合、ＰＡＮがＢＳＮ＝ｂの無線ブロッ
クによりエンコードされるべきか、あるいは、ＢＳＮ＝ｂ＋１の無線ブロックによるべき
かを、移動局は、ＵＳＦを受信した後まで確信できないと予想されることが明らかである
。ＵＳＦを含むブロックの受信の終了と、ブロックの伝送の開始との間に短い時間が与え
られると（近似的に、１ＴＤＭＡフレーム期間）、移動局が、そのような短い時間にデー
タブロックをエンコードすることは非常に困難である。
【００３６】
　移動局に、ＵＳＦの受信の前にデータブロックをエンコードできるオプションを与える
様々な実施形態が提供されており、ＵＳＦの受信は、データブロック＋ＰＡＮのポーリン
グの受信にも拘わらず、そのデータブロックの送信を起動する。いくつかの実施形態では
、これらの方法のうちの１つで動作する移動局の構成は、デバイス製造あるいはデバイス
提供の間に、モバイルデバイスに適切なソフトウェア、ファームウェア、ハードウェアの
インストールを介して達成される。他の実施形態では、移動局は、空中信号法を介して、
これらの方法のうちの１つで働くように構成されている。
【００３７】
　本明細書に記述されたいくつかの実施形態は、移動局の要請あるいは構成を参照するこ
とによって、そのブロックが、連続的なブロックシーケンス番号に従った順序で伝送され
、より高いブロックシーケンス番号のブロックが、より低いブロックシーケンス番号のブ
ロックの前に、伝送されないようにする。より一般には、これらの実施形態に対応する実
施形態が提供され、その構成あるいは要請においては、この要請が、ブロックが特定の順
序（これは、連続的な順序であるか、あるいはそうでないことがあり得る）に従って伝送
されるべきであるとの構成あるいは要請と置き換えられ、例えば、再伝送を可能にする。
連続的な順序での伝送は、特定の順序の伝送の特別な場合である。いくつかの実施形態に
おいては、送信されるべきＰＡＮがない場合、特定の順序はアップリンクデータブロック
伝送に適用される順序である。いくつかの実施形態において、特定の順序は、ブロックシ
ーケンス番号順に起きる初期伝送を包含する。
【００３８】
　本明細書に記述されたいくつかの実施形態は、移動局の要請あるいは構成を参照し、移
動局が、連続的な順序から外れた（つまり、連続的なブロックシーケンス番号に従わない
で）ブロックを伝送することを可能にすることによって、低いブロックシーケンス番号の
ブロックの前に、高いブロックシーケンス番号のブロックが伝送され得る。より一般的に
は、これらの実施形態に対応する実施形態が提供され、この構成あるいは要請においては
、この構成あるいは要請が、それが何であろうとも、移動局の構成あるいは要請と置き換
えられ、移動局が、特定の順序から外れたブロックを伝送することを可能にする。特定の
順序は、ブロックシーケンス番号の連続的な順序であることも、そうでないこともあり得
る。これは、例えば、再伝送を可能にできる。連続的な順序を外れた伝送は、特定の順序
を外れた伝送の特別な場合である。
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【００３９】
　本開示の１つ以上の実施形態の例示的実装が、下に提供されているが、開示されたシス
テムおよび／または方法は、現状で公知であるかあるいは存在する、任意の数の技術を用
いて実装され得ることが、最初に理解されるべきである。本開示は、例示の実装、図面、
および、本明細書に例示され記述される設計例および実装を含む下に例示される技術、に
限定されるべきではなく、添付の特許請求範囲の範囲内で、均等物のそれらの全範囲と共
に修正され得る。
【００４０】
　第１の実施形態－移動局が、ＰＡＮに対するポーリングに応答している無線ブロック期
間内のＲＬＣデータブロックを順序を外れて送信することを可能にされるように構成する
。
【００４１】
　第１の実施形態において、移動局が、データブロックを事前にエンコードできるオプシ
ョンを可能にするために、移動局は、ポーリングに使用されたものと同じタイムスロット
番号を有するアップリンクタイムスロットを用いて、応答をＰＡＮを含むポーリングに伝
送し、かつ、順序を外れて、ＰＡＮに対するポーリングに応答している無線ブロック期間
内のＲＬＣデータブロックを送信することを可能にされるように構成されている。この場
合、ネットワークは、そのような無線ブロック期間に受信されたブロックを再順序付けし
なければならないことがある。
【００４２】
　図２において前述されたようなネットワーク伝送を前提とすると、移動局の挙動は、図
２と同じである。図３において前記述されたようなネットワーク伝送を前提とすると、移
動局の応答は、図５に図示されたようになる。タイムスロット＃１において、移動局は、
１２０で示されるように、ＢＳＮ＝ｂ＋１のＲＬＣ／ＭＡＣブロックを伝送する。タイム
スロット＃２において、移動局は、１２２で示されるように、ＢＳＮ＝ｂのＲＬＣ／ＭＡ
ＣブロックをＰＡＮと共に伝送する。ここで、タイムスロットの番号付けは、ＰＡＮが、
タイムスロット＃２において伝送されるので、ポーリングに使用されたタイムスロットと
同じ番号であると考慮される。しかしながら、ＲＬＣブロックは、ＢＳＮ＝ｂのブロック
の前に伝送されている、ＢＳＮ＝ｂ＋１のブロックと共に、順序を外れて伝送される。し
かしながら、このアプローチでは、移動局は、ポーリングが受信されるとすぐに、ＵＳＦ
を待つ必要なしに、ＢＳＮ＝ｂ＋ＰＡＮのＲＬＣ／ＭＡＣブロックをエンコードできる。
移動局は、また、ＢＳＮ＝ｂ＋１のＲＬＣ／ＭＡＣブロックをプリエンコードできる。
【００４３】
　この実施形態に対応する方法のフローチャートが、図１１に示されている。方法は、ワ
イヤレスチャネル上でＲＬＣ／ＮＡＣデータブロック＋ＰＡＮに対するポーリングを受信
する、ブロック１１－１で始まる。ブロック１１－２において、移動局は、ポーリングに
使用されたのと同じタイムスロット番号を有するアップリンクタイムスロットを使用して
、ＲＬＣ／ＮＡＣデータブロック＋ＰＡＮに対するポーリングへの応答を伝送するように
構成される。ブロック１１－３において、移動局は、ＰＡＮに対するポーリングに応答す
る無線ブロック期間内の、順序を外れたＲＬＣデータブロックを送信することが可能にさ
れるように構成される。ブロック１１－４において、移動局は、モバイルデバイスの構成
に従ったＰＡＮを含むＲＬＣ／ＮＡＣデータブロックを伝送する。いくつかの実施形態で
は、方法は、もしあれば、どのＵＳＦが送信されて、アップリンクデータブロック伝送を
ポーリングによって割り当てられた同じタイムスロット内に割り当てるかを知る前に、ま
た、もしあれば、どのＵＳＦが送信されて、アップリンクデータブロック伝送を同じブロ
ック期間内のポーリングによって割り当てられたタイムスロットよりも低い任意のタイム
スロットに割り当てるかを知る前に、ＰＡＮを含むＲＬＣ／ＭＡＣデータブロックをエン
コードする移動局をさらに含む。
【００４４】
　第２の実施形態－移動局が、どのタイムスロットでポーリングが受信されるかに拘わら
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ず、第１の割り当てられたタイムスロットによって規定された無線ブロック中のＰＡＮと
共にＲＬＣデータブロックを伝送するように構成
　いくつかの実施形態において、移動局が、データブロックを事前にエンコードできるオ
プションを可能にするために、移動局はＲＬＣデータブロックの伝送の順序に従うように
、かつ、どのタイムスロットでポーリングが受信されるかに拘わらず、ＲＬＣデータブロ
ックを第１の割り当てられたタイムスロットによって規定された無線ブロック中のＰＡＮ
と共に伝送する。
【００４５】
　図２のようなネットワーク伝送を前提とすると、移動局の挙動は、図２と同じである。
図３のようなネットワーク伝送を前提とすると、移動局の応答は、図６に図示されたよう
になる。タイムスロット＃１において、移動局は、１３０で示されるように、ＢＳＮ＝ｂ
のＲＬＣ／ＭＡＣブロックをＰＡＮと共に伝送する。タイムスロット＃２において、移動
局は、１３２で示されるように、ＢＳＮ＝ｂ＋１のＲＬＣ／ＭＡＣブロックを伝送する。
ここで、タイムスロットの番号付けは、ＰＡＮが、ポーリングに使用されたタイムスロッ
トと同じ番号ではなく、タイムスロット＃１において伝送されるので、考慮されない。し
かしながら、ＲＬＣブロックは、ＢＳＮ＝ｂ＋１のブロックの前に伝送されているＢＳＮ
＝ｂのブロックと共に連続的に伝送される。しかしながら、このアプローチでは、移動局
は、ポーリングが受信されるとすぐに、ＵＳＦを待つ必要なしに、ＢＳＮ＝ｂ＋ＰＡＮの
ＲＬＣ／ＭＡＣブロックをエンコードできる。移動局は、また、ＢＳＮ＝ｂ＋１のＲＬＣ
／ＭＡＣブロックをプリエンコードできる。
【００４６】
　この実施形態に対応する方法のフローチャートが、図１２に示されている。方法は、ワ
イヤレスチャネル上でＲＬＣ／ＭＡＣデータブロック＋ＰＡＮに対するポーリングを受信
する、ブロック１２－１で始まる。ブロック１２－２において、移動局は、無線ブロック
期間内の順序で、ＲＬＣブロックがＰＡＮと共に伝送されるかに無関係に、ＲＬＣデータ
ブロックを伝送するように構成される。ブロック１２－３において、移動局は、どのタイ
ムスロットでポーリングが受信されるかに拘わらず、第１の割り当てられたタイムスロッ
トによって規定された無線ブロック内のＰＡＮと共に、ＲＬＣデータブロックを伝送する
。ブロック１２－４において、移動局は、モバイルデバイスの構成に従ったＰＡＮを含む
ＲＬＣ／ＭＡＣデータブロックを伝送する。いくつかの実施形態では、方法は、もしあれ
ば、どのＵＳＦが送信されて、アップリンクデータブロック伝送をポーリングによって割
り当てられた同じタイムスロット内に割り当てるかを知る前に、また、もしあれば、どの
ＵＳＦが送信されて、アップリンクデータブロック伝送を同じブロック期間内のポーリン
グによって割り当てられたタイムスロットよりも低い任意のタイムスロットに割り当てる
かを知る前に、ＰＡＮを含むＲＬＣ／ＭＡＣデータブロックをエンコードする移動局をさ
らに含む。
【００４７】
　第３の実施形態－ネットワークにおいて、スケジューリングを実行し、ＰＡＮが、割り
当てられたタイムスロットの第１のＵＬタイムスロット上で伝送されるべきことを確認す
る
　他の実施形態において、上に記述された第２の実施形態とは逆に、ＰＡＮが、ポーリン
グが受信されたのと同じタイムスロット上で送信され、ブロックシーケンス番号が考慮さ
れると予想される。しかしながら、ネットワークが、ＰＡＮに対するポーリングおよびア
ップリンクブロックの割り当てに責任のあることによって、ＰＡＮが送信されるべき無線
ブロック期間を考慮して、ＰＡＮが、割り当てられたタイムスロットの第１のアップリン
クタイムスロット上で送信されるべきであることを確実にする。
【００４８】
　上の図２のようなネットワーク伝送を前提とすると、移動局の挙動は、図２と同じであ
る。図３に図示されたネットワーク挙動は、この実施形態では可能にはされ得ない。むし
ろ、図７に図示されたネットワーク挙動が実装される。この場合、ネットワークは、いく
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つのスロットが割り当てられるべきかと、これらのスロットの第１のスロット中のＰＡＮ
に対するポーリングとを、前もって決定するか、あるいは、ＵＳＦ信号送信によってどの
無線ブロックがモバイルに割り当てられるかを決定する場合、前に送信されたポーリング
を考慮し、ポーリングが送信されたタイムスロットよりも低い任意のタイムスロットを、
ＵＳＦ信号送信によって割り当てないかのいずれかである。タイムスロット＃１および＃
２が割り当てられることを前提とすると（特定の例としてだけ）、ＰＡＮに対するポーリ
ングは、タイムスロット＃１上で送信される。図７において、ネットワークは、１５０に
おいて、タイムスロット＃１中のＲＬＣデータブロック＋ＰＡＮに対するポーリングを伝
送する。その後、ネットワークは、タイムスロット＃１のアップリンク割り当てを示すＵ
ＳＦ１５２を含むブロックを伝送する。そして、ネットワークは、タイムスロット＃２の
アップリンク割り当てを示すＵＳＦ１５４を含むブロックを伝送する。応答として、移動
局は、１５６において、ＲＬＣ／ＭＡＣブロックＢＳＮ＝ｂをタイムスロット＃１中のＰ
ＡＮと共に伝送し、そして、移動局は、１５８において、タイムスロット＃２中のＢＳＮ
＝ｂ＋１のＲＬＣ／ＭＡＣブロックを伝送する。ＲＬＣブロックの順序付けは、ブロック
ｂがブロックｂ＋１の前に伝送されるという点において、考慮されていると見られ得、ま
た、ポーリングと同じタイムスロット上で、ポーリングへの応答を伝送する要求は、また
、ＲＬＣ＋ＰＡＮがタイムスロット＃１中で送信されるという点において、考慮されてい
ると見られる。しかしながら、この例と図４の例との差は、ここでは移動局が、図４の場
合のように、移動局がポーリングを受信するとすぐに、どのブロックがＰＡＮと一緒にエ
ンコードされるかを見るのを待たずに、次のブロックをＰＡＮと共にエンコードできるこ
とである。
【００４９】
　この実施形態に対応する方法のフローチャートが、図１３に示されている。方法は、ワ
イヤレスチャネル上でＲＬＣ／ＮＡＣデータブロック＋ＰＡＮに対するポーリングを受信
する、ブロック１３－１で始まる。ブロック１３－２において、移動局は、方法は、もし
あれば、どのＵＳＦが送信されて、アップリンクデータブロック伝送をポーリングによっ
て割り当てられた同じタイムスロット内に割り当てるかを知る前に、また、もしあれば、
どのＵＳＦが送信されて、アップリンクデータブロック伝送を同じブロック期間内のポー
リングによって割り当てられたタイムスロットよりも低い任意のタイムスロットに割り当
てるかを知る前に、ＰＡＮを含むＲＬＣ／ＭＡＣデータブロックをエンコードする。ブロ
ック１３－３において、移動局は、ポーリングが受信された同じタイムスロット上でＰＡ
Ｎを伝送するように構成されている。ブロック１３－４において、移動局は、特定の順序
に従ってブロックを伝送するように構成されている。ブロック１３－５において、移動局
は、ＰＡＮを含むＲＬＣ／ＭＡＣデータブロックを伝送する。
【００５０】
　この実施形態に対応する方法のフローチャートが、ネットワークによる実行に対して図
１６に示されている。方法は、ＲＬＣデータブロック伝送に対するアップリンクブロック
＋ＰＡＮを割り当てるために、ＰＡＮに対するポーリングを伝送するブロック１６－１で
始まる。ブロック１６－２において、少なくとも１つのアップリンクブロックを割り当て
るために、ネットワークは、少なくとも１つのＵＳＦを伝送し、ポーリングおよび、少な
くとも１つのＵＳＦは、最も初期のアップリンクブロックを含む複数のアップリンクブロ
ックを集合的に割り当てる。ブロック１６－３において、ＰＡＮが送信されるべき無線ブ
ロック期間を考慮して、ＰＡＮに対するポーリングが常に、複数のアップリンクブロック
のうちの最も初期のアップリンクブロックを割り当てるために使用されるように、ポーリ
ングおよび少なくとも１つのＵＳＦが存在するように、ネットワークが割り当てを実行す
る。
【００５１】
　いくつかの実施形態において、移動局は、ネットワーク割り当てが第３の実施形態によ
って期待されるネットワーク割り当てとは一致していない場合（例えば、基地局が誤設定
されている場合のように）、本明細書に記述された他の実施形態のうちの１つ（例えば、
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第１、第２あるいは第４の実施形態）を実装するように構成されている。この方法で進め
ることによって、移動局は、事前にデータブロックのコーディングを進めることができる
。
【００５２】
　第４の実施形態－移動局が、どのタイムスロットでポーリングが受信されるかに拘わら
ず、モバイルに割り当てられた適切な無線ブロック期間中の任意のアップリンクタイムス
ロット上のポーリングに応答して送信されるＰＡＮを含むことが可能にされる構成
　この実施形態において、移動局は、どのタイムスロットでポーリングが受信されるかに
拘わらず、移動局に割り当てられた適切な無線ブロック期間中の任意のアップリンクタイ
ムスロット上のポーリングに応答して送信されるＰＡＮを含むことを可能にされる。移動
局は、この実施形態のブロックシーケンス番号付けを考慮するように構成されている。よ
り一般には、いくつかの実施形態において、ネットワークによるスケジューリングが、移
動局が特定の順序でブロックを伝送でき、ポーリングに使用されたのと同じタイムスロッ
トのポーリングに応答できることを確実にすることに失敗する場合、移動局が事前にブロ
ックをエンコードすることを可能にするように、移動局は、ＲＬＣデータブロック＋ＰＡ
Ｎに対するポーリングに応答する他の方法を実装するようにさらに構成されている。
【００５３】
　この実施形態に対応する方法のフローチャートが、図１４に示されている。方法は、ワ
イヤレスチャネル上でＲＬＣ／ＮＡＣデータブロック＋ＰＡＮに対するポーリングを受信
する、ブロック１４－１で始まる。ブロック１４－２は、移動局が、どのタイムスロット
でポーリングが受信されるかに拘わらず、移動局に割り当てられた適切な無線ブロック期
間内の任意のアップリンクタイムスロット上でポーリングに応答して送信されたＰＡＮを
含むことを可能にされるように構成することを包含する。ブロック１４－３において、移
動局は、ブロックシーケンス番号を考慮するように構成される。ブロック１４－４におい
て、移動局は、ＰＡＮを含むＲＬＣ／ＭＡＣデータブロックを伝送する。いくつかの実施
形態において、方法は、もしあれば、どのＵＳＦが送信され、アップリンクデータブロッ
ク伝送をポーリングによって割り当てられた同じタイムスロット内に割り当てるかを知る
前に、また、もしあれば、どのＵＳＦが送信され、アップリンクデータブロック伝送を同
じブロック期間内のポーリングによって割り当てられたタイムスロットよりも低い任意の
タイムスロットに割り当てるかを知る前に、ＰＡＮを含むＲＬＣ／ＭＡＣデータブロック
をエンコードする移動局をさらに含む。
【００５４】
　実際には、第４の実施形態は、第４の実施形態の自由を前提とする場合であっても、移
動局は、なおも、（ポーリングによる以外の）任意のさらなるリソースを割り当てるとい
う、最悪の場合のシナリオを考慮する必要があるので、第２の実施形態に単純化され得る
ことに注意が必要である。そのように、１つのブロックを伝送することのみを可能にされ
る場合に伝送されるブロックのＰＡＮをエンコードすることを進めるであろう。
【００５５】
　第１、第２および第３の実施形態は、次のように要約される。
【００５６】
　ＰＡＮは、（ポーリングによって割り当てられたリソース上で）１つのブロックを伝送
することがただ可能にされるだけの場合、移動局が伝送するブロックと一緒にエンコード
される。そして、第１の実施形態と、第２および第３の実施形態との差は、ブロックが伝
送される順序であり、第２と第３の実施形態の差は、第３の実施形態のようにネットワー
クによって挙動が実行されるか、あるいは、第２の実施形態のように移動局によって挙動
が単に実行されるかである。
【００５７】
　下の表１は、それぞれの実施形態に適用され得る規則、および、実現され得るいくつか
の利点／不利点のサマリーを含む。
【００５８】
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【表１】

すべての場合において、原理的利益は、移動が、どのＵＳＦ（もし、あれば）が送信され
アップリンクリソースを割り当てるかを知る前に、必要に応じて（単数あるいは複数の）
ＰＡＮを含む、ＲＬＣ／ＭＡＣデータブロックを（しかし、必ずしも要求されないが）エ
ンコードできることである。
【００５９】
　本願の実施形態によって提供される方法のフローチャートが、図１５に示されている。
方法は、移動局によって実行され、ワイヤレスチャネル上でＲＬＣ／ＭＡＣデータブロッ
ク＋ＰＡＮに対するポーリングを受信するブロック１５－１で始まる。ブロック１５－２
において、移動局は、どのＵＳＦ（もし、あれば）が受信され、ポーリングによって割り
当てられた同じタイムスロットに、アップリンクデータブロック伝送を割り当てるかを知
る前に、かつ、どのＵＳＦ（もし、あれば）が受信され、同じブロック期間内のポーリン
グによって割り当てられたタイムスロットよりも低いタイムスロット中のアップリンク伝
送を割り当てるかを知る前に、ＰＡＮを含むＲＬＣ／ＭＡＣデータブロックをエンコード
する。
【００６０】
　ネットワークは、アップリンクリソースを割り当てるとき、ポーリングによる割り当て
およびＵＳＦによる割り当てが「衝突」しない、つまり、同じアップリンクリソースを異
なる移動局に割り当てることを、常に確実にすべきである。図８の例では、同じタイムス
ロットが、１７０においてポーリングと共に割り当てられ、１７２においてＵＳＦと共に
割り当てられる。任意の事象中のポーリングに使用されるタイムスロット上のＵＳＦは、
ポーリングされたものと同じ移動局に属するか、あるいは、使用されていない値であるか
、のいずれかである。それぞれのダウンリンクスロットは、ＵＳＦを含み、ＵＳＦは割り
当てられたＴＢＦを参照し得るか、あるいはそうでない。従って、使用されていない値を
含むＵＳＦは、ＵＳＦがどのような割り当てられたＴＢＦも参照しないことを単に意味す
る。しかしながら、この場合、同じ移動局に属するＵＳＦ（つまり、ＵＳＦ１７２）が送
信されることに注意すべきであり、実際、移動がアップリンクＴＢＦを有さないか、ある
いはタイムスロット＃２上のアップリンク割り当てを有さない場合、これは不可能であり
得る。
実施形態：　－ＵＳＦおよびポーリングが異なるタイムスロットを参照し、ポーリングが
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ポーリングとは異なるタイムスロット上で送信される。
【００６１】
　他の実施形態が、ＵＳＦおよびポーリングそれぞれが異なるタイムスロットを参照し、
かつ、ポーリングへの応答がポーリングのものとは異なるタイムスロット上で送信される
状況を扱う特別な方法を提供する。いくつかの実施形態において、上に記述された第２お
よび第４の実施形態のように、移動局は、ポーリングが受信されたものと同じタイムスロ
ット番号上では、ＰＡＮを伴うＲＬＣデータブロックを必ずしも伝送しない。これは、移
動局がまた、他のアップリンクブロックを割り当てる他の有効なＵＳＦを受信したことを
暗示することに注意が必要であり、このことは、移動が進行中のアップリンクＴＢＦを有
することを暗示する。
【００６２】
　いくつかの実施形態において、移動局は、ポーリングを、ポーリングが受信されたのと
同じタイムスロット上で、ポーリングによって示されたブロック上のアップリンクＲＬＣ
データブロックの伝送に対する割り当てとして扱うように構成され、アップリンクブロッ
クがＵＳＦによって（ブロックが、その移動に対する有効なＵＳＦによって実際に割り当
てられたか、あるいは割り当てられなかったかのいずれにせよ）割り当てられたかのよう
に、ＲＬＣデータブロックを伝送する。
【００６３】
　この挙動の例が、図９に図示されている。ネットワークは、２００において、タイムス
ロット＃２のＲＬＣ／ＭＡＣデータブロック＋ＰＡＮに対するポーリングを移動局に伝送
する。ネットワークは、同じ移動局へのＵＳＦ割り当てを含むブロックを、タイムスロッ
ト＃１中の２０２において伝送し、割り当てられていないＵＳＦを含むブロックを、タイ
ムスロット＃２中の２０４において伝送する。割り当てられていないＵＳＦを伝送するこ
とは、他のユーザにタイムスロットを割り当てないことと同等である。応答として、タイ
ムスロット＃１を割り当てるＵＳＦの組み合わせ、およびタイムスロット＃２上で伝送さ
れたポーリングは、スロット１およびスロット２の両方の上でＲＬＣ／ＭＡＣブロック伝
送に対するアップリンク割り当てとして集合的に扱われる。従って、移動局は、ＲＬＣ／
ＭＡＣデータブロック＋ＰＡＮを、２０６におけるタイムスロット＃１上で送信する。そ
うすることで、移動は、異なるタイムスロット（タイムスロット＃１）上のＰＡＮを、ポ
ーリングが受信されたタイムスロット（タイムスロット＃２）（上に記述された第２およ
び第４の実施形態と矛盾しない）から送信するが、タイムスロット＃２上のアップリンク
データブロックを明確に割り当てる移動局によっては、どのＵＳＦも受信されなかった。
移動局は、２０８においてタイムスロット＃２上でＲＬＣデータブロックを伝送すること
によって、タイムスロット＃２上のリソースを割り当てる（たとえ、そのタイムスロット
上でアップリンク割り当てがない場合でも、リソースを割り当てるために送信され得た可
能性のあるＵＳＦがないことを意味する）有効なＵＳＦを受信したかのように働く。
【００６４】
　上に記述された実施形態は、タイムスロット＃ｎ上で割り当てあるいはポーリングを受
信する移動局が、タイムスロット＃ｎ上で伝送することが予測され、ＲＬＣ／ＭＡＣデー
タブロック＋ＰＡＮ状態を取り扱うための例外に従うことを前提とした。これは、例えば
、バックグラウンドで記述されたＢＴＴＩ割り当てに適用可能である。本明細書に記述さ
れた実施形態は、また、通常、一対のダウンリンクタイムスロット上で割り当てあるいは
ポーリングを受信する移動局が、アップリンクタイムスロットの対応する対の上で送信す
るように予期される、ペアワイズ割り当てに適用可能である。ダウンリンクタイムスロッ
ト対のタイムスロット番号および、応答が送信される、対応するアップリンクタイムスロ
ット対のタイムスロット番号は、同一である必要はないが、アップリンクタイムスロット
対に対するタイムスロット番号において、ダウンリンクタイムスロット対への所定の関係
が存在する。これは、例えば、ＲＴＴＩ（縮小伝送時間間隔　Ｒｅｄｕｃｅｄ　Ｔｒａｎ
ｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｔｉｍｅ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ）割り当ての場合である。
【００６５】
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　従って、ＢＴＴＩおよびＲＴＴＩの両方に対して、割り当てられたアップリンクスロッ
トは、ＵＳＦを含むダウンリンクスロットと一致するが、対応の性質は異なっている。Ｂ
ＴＴＩに対しては、対応スロットは同じスロット番号を有する。ＲＴＴＩに対しては、対
応するスロットは必ずしも同じスロット番号を有さない。従って、ＲＴＴＩの実装に対し
て、ＢＴＴＩに適用可能な「同じタイムスロット番号」への参照は、「対応するタイムス
ロット対」を参照するように取られ得る。３ＧＧＰ仕様は、本質的に「タイムスロット対
」と同義である「ＰＤＣＨ対」をまた参照する。
【００６６】
　図１７は、システムのブロックダイアグラムであり、その中では１つ以上の上に記述さ
れた実施形態が実装され得る。ネットワークデバイス２１０で表されるように、ネットワ
ークとの無線通信における移動局２００がある。移動局２００は、少なくとも１つのアン
テナ２０２と、（一緒に送受信機として実装され得る）伝送機２０２および受信機２０４
と、ＵＳＦおよびポーリングプロセッサ２０８とを有する。ＵＳＦおよびポーリングプロ
セッサは、ハードウェアとして、あるいは、例えば、プロセッサ上で実行されるソフトウ
ェアとハードウェアとの組み合わせとして実装され得る。ネットワークデバイス２１０は
、少なくとも１つのアンテナ２１４と、（一緒に送受信機として実装され得る）伝送機２
１６および受信機２１８と、およびスケジューラ２２０とを有する。スケジューラは、ハ
ードウェア内に、あるいは、例えば、プロセッサ上で実行されるソフトウェアとハードウ
ェアの組み合わせで実装され得る。
【００６７】
　図１７において、スケジューラおよび伝送機＋受信機は、同じネットワーク構成部品の
一部分として示されている。他の実施形態において、これらの要素は、異なるネットワー
クの要素の一部分として実装される。例えば、スケジューラは、ＢＳＣ（基地局コントロ
ーラ）内に実装され得、また、伝送機＋受信機は基地局内に実装される。
【００６８】
　動作では、スケジューラは、どの（移動局２０２のような）移動局がどのアップリンク
リソースを獲得すべきかを決定する責任がある。スケジューラは、アップリンクリソース
を割り当てるＵＳＦを、いつ伝送すべきか、および、ＲＬＣ／ＭＡＣブロック＋ＰＡＮに
対するポーリングをいつ伝送すべきかを決定する。本願の特定の実施形態が、スケジュー
ラ２２０、伝送機２１６および受信機２１８が、上に記述された図１４の方法を実装する
ように構成されているネットワークデバイス２１０を提供する。
【００６９】
　動作では、ＵＳＦおよびポーリングプロセス２０８、伝送機２０４および受信機２０６
がＵＳＦおよびポーリングを集団的に受信し、応答として、アップリンクデータブロック
を生成し伝送する。特定の実施形態において、本願は、移動デバイス２００を提供し、そ
の中では、伝送機２０４、受信機２０６および、ＵＳＦおよびポーリングプロセッサ２０
８が、図９の方法、図１０の方法、図１１の方法、図１２の方法、あるいは図１３の方法
を集団的に実装するように構成されている。
【００７０】
　（ワイヤレスデバイス）
　ここで、図１０を参照すると、例えば、本開示において説明されるモバイルデバイスの
方法のうちの任意の方法を実装し得るワイヤレスデバイス１００のブロック図が示される
。ワイヤレスデバイス１００が、例示的な目的のみのために、非常に具体的な詳細と共に
示されることが理解されるべきである。処理デバイス（マイクロプロセッサ１２８）は、
キーボード１１４とディスプレイ１２６との間に連結されるように概略的に示される。マ
イクロプロセッサ１２８は、ユーザによってキーボード１１４上のキーの作動に応答する
ディスプレイ１２６の動作、およびワイヤレスデバイス１００の動作全体を制御する。
【００７１】
　ワイヤレスデバイス１００は、垂直方向に細長くあり得るか、または他のサイズおよび
形状（クラムシェルハウジング構造を含む）をとり得るハウジングを有する。キーボード
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１１４は、モード選択キー、あるいはテキストエントリとテレフォニーエントリとの間を
切り替える他のハードウェアまたはソフトウェアを含み得る。
【００７２】
　マイクロプロセッサ１２８に加え、ワイヤレスデバイス１００の他の部品が概略的に示
される。これらは、通信サブシステム１７０と、短距離通信サブシステム１０２と、キー
ボード１１４およびディスプレイ１２６と、他の入力／出力デバイス（一組のＬＥＤ１０
４、一組の補助Ｉ／Ｏデバイス１０６、シリアルポート１０８、スピーカ１１１およびマ
イクロフォン１１２を含む）と、メモリデバイス（フラッシュメモリ１１６およびランダ
ムアクセスメモリ（ＲＡＭ）１１８を含む）と、様々な他のサブシステム１２０とを含む
。ワイヤレスデバイス１００は、ワイヤレスデバイス１００のアクティブ要素に電力供給
するバッテリ１２１を有し得る。ワイヤレスデバイス１００は、一部の実施形態において
、音声およびデータ通信能力を有する双方向無線周波数（ＲＦ）通信デバイスである。加
えて、一部の実施形態において、ワイヤレスデバイス１００は、インターネットを介して
他のコンピュータシステムと通信する能力を有する。
【００７３】
　マイクロプロセッサ１２８によって実行されるオペレーティングシステムソフトウェア
は、一部の実施形態において、持続性格納装置（例えば、フラッシュメモリ１１６）に格
納されるが、他のタイプのメモリデバイス（例えば、リードオンリーメモリ（ＲＯＭ）ま
たは同様の格納要素）に格納され得る。さらに、システムソフトウェア、特定デバイスア
プリケーションまたはそれらの一部が、揮発性格納装置（例えば、ＲＡＭ　１１８）に一
時的にロードされ得る。ワイヤレスデバイス１００によって受信される通信信号もまたＲ
ＡＭ１１８に格納され得る。
【００７４】
　マイクロプロセッサ１２８は、そのオペレーティングシステム機能に加えて、ワイヤレ
スデバイス１００上でソフトウェアアプリケーションの実行を可能にする。基本デバイス
動作（例えば、音声通信モジュール１３０Ａおよびデータ通信モジュール１３０Ｂ）を制
御する好適な組のソフトウェアアプリケーションは、製造の間に、ワイヤレスデバイス１
００にインストールされ得る。加えて、個人情報マネージャ（ＰＩＭ）アプリケーション
モジュール１３０Ｃも、また、製造の間にワイヤレスデバイス１００上にインストールさ
れ得る。ＰＩＭアプリケーションは、一部の実施形態において、データアイテム（例えば
、ｅ－ｍａｉｌ、カレンダーイベント、音声メール、アポイントメント、およびタスクア
イテム）を編集し、管理することができる。ＰＩＭアプリケーションは、また、一部の実
施形態において、ワイヤレスネットワーク１１０を介してデータアイテムを送受信するこ
とができる。一部の実施形態において、ＰＩＭアプリケーションによって管理されるデー
タアイテムは、ワイヤレスネットワーク１１０を介して、ホストコンピュータシステムに
格納されたか、このホストコンピュータシステムと関連するデバイスユーザの対応するデ
ータアイテムにシームレスに一体化され、同期され、そして更新される。同様に、別のソ
フトウェアモジュール１３０Ｎとして示された追加のソフトウェアモジュールは、製造の
間にインストールされ得る。
【００７５】
　通信機能（データおよび音声通信を含む）は、通信サブシステム１７０を介して、そし
て可能性としては、短距離通信サブシステム１０２を介して行われる。通信サブシステム
１７０は、受信機１５０と、伝送機１５２と、１以上のアンテナ（受信アンテナ１５４お
よび伝送アンテナ１５６によって示される）とを含む。さらに、通信サブシステム１７０
は、また、処理モジュール（例えば、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）１５８）と、ロ
ーカルオシレータ（ＬＯ）１６０とを含む。伝送機１５２および受信機１５０を含む通信
サブシステム１７０は、詳細に上述された実施形態のうちの１つ以上を実装する機能性を
含む。通信サブシステム１７０の特定の設計および実装は、通信ネットワークに依存し、
このネットワークにおいて、ワイヤレスデバイス１００が動作することを意図される。例
えば、ワイヤレスデバイス１００の通信サブシステム１７０は、ＭｏｂｉｔｅｘＴＭ、Ｄ



(24) JP 5066210 B2 2012.11.7

10

20

30

40

50

ａｔａＴＡＣＴＭまたはＧｅｎｅｒａｌ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｒａｄｉｏ　Ｓｅｒｖｉｃｅ（
ＧＰＲＳ）モバイルデータ通信ネットワークと共に動作するように設計され得、また、種
々の音声通信ネットワーク（例えば、アドバンスドモバイルフォンサービス（ＡＭＰＳ）
、時分割多重アクセス（ＴＤＭＡ）、符号分割多重アクセス（ＣＤＭＡ）、パーソナル通
信サービス（ＰＣＳ）、Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍ
ｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ（ＧＳＭ）など）のうちの任意のものとも動作するように設計され
得る。ＣＤＭＡの例は、１Ｘおよび１ｘ　ＥＶ－ＤＯを含む。通信サブシステム１７０は
、また、８０２．１１Ｗｉ－Ｆｉネットワーク、および／または８０２．１６ＷｉＭＡＸ
ネットワークと動作するようにも設計され得る。他のタイプのデータおよび音声ネットワ
ーク（別個および一体型の両方を含む）は、また、ワイヤレスデバイス１００と共に利用
され得る。
【００７６】
　ネットワークアクセスは、通信システムのタイプに依存して変更し得る。例えば、Ｍｏ
ｂｉｔｅｘＴＭおよびＤａｔａＴＡＣＴＭネットワークにおいて、ワイヤレスデバイスは
、一意的な各デバイスに関連するパーソナルＩＤ番号（ＰＩＮ）を用いて、ネットワーク
上に登録される。しかし、ＧＰＲＳネットワークにおいて、ネットワークアクセスは、典
型的には、デバイスの加入者またはユーザに関連付けられる。それゆえ、ＧＰＲＳデバイ
スは、ＧＰＲＳネットワーク上で動作するために、典型的には、加入者識別モジュール（
一般的には加入者識別モジュール（ＳＩＭ）カードといわれる）を有する。
【００７７】
　ネットワーク登録または起動手順が完了したとき、ワイヤレスデバイス１００は、通信
ネットワーク１１０を介して、通信信号を送受信し得る。受信アンテナ１５４によって、
通信ネットワーク１１０から受信された信号は、受信機１５０にルーティングされ、受信
機１５０は、信号増幅、周波数下方変換、フィルタリング、チャネル選択などを提供し、
さらにアナログデジタル変換も提供し得る。受信信号のアナログデジタル変換は、ＤＳＰ
１５８が、より複雑な通信機能（例えば、復調および復号）を行うことを可能にする。類
似の態様で、ネットワーク１１０に伝送されるべき信号は、ＤＳＰ１５８によって処理（
例えば、変調または符号化）され、次いで、デジタルアナログ変換、周波数情報変換、フ
ィルタリング、増幅および伝送アンテナ１５６を介した（１つまたは複数の）通信ネット
ワーク１１０への伝送のために、伝送機１５２に提供される。
【００７８】
　通信信号を処理することに加え、ＤＳＰ１５８は、受信機１５０および伝送機１５２の
制御を提供する。例えば、受信機１５０および伝送機１５２において適用される利得は、
ＤＳＰ１５８に実装される自動利得制御アルゴリズムを介して、適応的に制御される。
【００７９】
　データ通信モードにおいて、受信信号（例えば、テキストメッセージまたはダウンロー
ドされたウェブページ）は、通信サブシステム１７０によって処理され、マイクロプロセ
ッサ１２８に入力される。次いで、受信信号は、ディスプレイ１２６への、または代替的
には一部の補助Ｉ／Ｏデバイスへの出力のためにさらに処理される。デバイスユーザは、
また、データアイテム（例えば、ｅ－ｍａｉｌメッセージ）を、キーボード１１４および
／または一部の他の補助Ｉ／Ｏデバイス１０６（例えば、タッチパッド、ロッカスイッチ
、サムホイール、または一部の他のタイプの入力デバイス）を用いて、構成し得る。構成
されたデータアイテムは、次いで、通信サブシステム１７０を介して、通信ネットワーク
上をわたって伝送され得る。
【００８０】
　音声通信モードにおいて、デバイスの動作全体は、実質的にデータ通信モードと類似し
ており、受信信号がスピーカ１１１に出力され、伝送のための信号がマイクロフォン１１
２によって生成される。代替の音声またはオーディオＩ／Ｏサブシステム（例えば、音声
メッセージ録音サブシステム）もまた、ワイヤレスデバイス１００に実装され得る。さら
に、ディスプレイ１２６は、また、例えば、音声通信モードにおいて利用され得、通話相
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手のＩＤ、音声コールの持続時間、または他の音声コール関連情報を表示する。
【００８１】
　短距離通信サブシステム１０２は、ワイヤレスデバイス１００と、他の近位のシステム
またはデバイスとの間の通信を可能にし、他の近位のシステムまたはデバイスは必ずしも
類似のシステムである必要はない。例えば、短距離通信サブシステムは、赤外デバイスお
よびその関連回路およびコンポーネントを含み得るか、またはＢｌｕｅｔｏｏｔｈＴＭ通
信モジュールを含み得、同様に利用可能なシステムおよびデバイスとの通信を提供する。
【００８２】
　一部の実装において、ワイヤレスデバイス１００は、複数のモードで動作可能であり、
その結果、ワイヤレスデバイス１００は、ＣＳ（回路交換）およびＰＳ（パケット交換）
通信の両方において従事し得、通信の１つのモードから、通信の別のモードへ、連続性を
失うことなく移行し得る。他の実装が実行可能である。
【００８３】
　特定の実施形態において、ピギーバック方式ＡＣＫ／ＮＡＣＫビットマップによって、
アップリンクデータブロック伝送を割り当て、伝送する上記の方法のうちの１つ以上が、
通信サブシステム１７０、マイクロプロセッサ１２８、ＲＡＭ　１１８、およびデータ通
信モジュール１３０Ｂによって実装され得、これらは本明細書において説明された複数の
方法のうちの１つ以上を実装するように集合的に適切にされている。
【００８４】
　上述の実施形態の全ては、ＰＡＮを用いたアップリンクＲＬＣブロックの割り当てにポ
ーリングを使用することに言及し、ＰＡＮを用いたＲＬＣブロックのその後続く伝送に言
及している。より一般的には、実施形態は、制御情報と組み合わせて、ユーザデータの伝
送のための特定の無線ブロック期間内のアップリンク無線ブロックの割り当ておよび／ま
たは伝送に適用可能であり、以後ＤＢＣＣＩ（Ｄａｔａ　Ｂｌｏｃｋ　Ｃｏｍｂｉｎｅｄ
　ｗｉｔｈ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）という。ＰＡＮを用いたアップ
リンクＲＬＣの割り当ておよび／または伝送において要求されたＡＣＫ／ＮＡＣＫは、制
御情報の具体例である。ＲＬＣブロックは、無線ブロックの具体例である。従って、ＰＡ
Ｎを有するＲＬＣブロックは、ＤＢＣＣＩの具体例である。ＲＬＣブロックに対するポー
リングにＰＡＮを加えたものは、ＤＢＣＣＩに対する要求の具体例である。
【００８５】
　上述された実施形態の全ては、ＵＳＦメカニズムを介したアップリンクＲＬＣブロック
の割り当てに言及している。より一般的には、これらの実施形態は、ユーザデータの伝送
の目的のアップリンク無線ブロックを割り当てる任意の割り当てメカニズムに適用可能で
ある。このような割り当ての伝送は、ＵＡＤＢ（データブロックに対するアップリンク割
り当て）の伝送という。ＵＳＦは、ＵＡＤＢの具体例である。
【００８６】
　実施形態は、その大部分が方法として説明されてきた。さらなる実施形態は、コンピュ
ータ読み取り可能な媒体であって、その上に移動局による実行のためのコンピュータ実行
可能な命令が格納され、該コンピュータ実行可能な命令は、実行されると、本明細書にお
いて説明された方法のうちの任意の方法を移動局に実行させる。
【００８７】
　さらなる実施形態は、コンピュータ読み取り可能な媒体であって、その上に（１つまた
は複数の）ネットワークデバイスによる実行のためのコンピュータ実行可能な命令が格納
され、該コンピュータ実行可能な命令は、実行されると、本明細書において説明されたネ
ットワーク方法のうちの任意の方法を（１つまたは複数の）ネットワークデバイスに実行
させる。
【００８８】
　さらなる実施形態は、本明細書で説明された移動局の方法のうちの任意の方法を実行す
るように構成された移動局を提供する。このような移動局は、例えば、少なくとも１つの
アンテナと、少なくとも１つのワイヤレスアクセス無線と、これらの方法のうちの１つを
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実行するように移動局を制御するコンポーネントのうちの１つまたは組み合わせとを含み
得る。一部の実施形態において、コンポーネントのうちの１つまたは組み合わせは、少な
くとも１つのプロセッサを備えている。特定の例において、コンポーネントのうちの１つ
または組み合わせは、通信サブシステム（例えば、図１０の通信サブシステム１７０）を
備えている。別の具体例において、コンポーネントは、図１７のＵＳＦおよびポーリング
プロセッサ２０８を備える。コンポーネントのうちの１つまたは組み合わせは、ハードウ
ェア、あるいはハードウェアによってアクセス可能であり、実行されるように格納された
ソフトウェアおよび／またはファームウェアと組み合わされたハードウェアを備え得る。
【００８９】
　さらなる実施形態は、本明細書において説明されたネットワーク方法の任意の方法を実
行するように構成された１つまたは複数のネットワークデバイスを提供する。
【００９０】
　本願の多くの修正および変形は、上記の教示を考慮して可能である。それゆえ、添付の
特許請求の範囲内で、実施形態は、本明細書において具体的に説明されるものと異なるよ
うに実行され得ることが理解されるべきである。
【符号の説明】
【００９１】
３０　ダウンリンクフレーム
３２　アップリンクフレーム
４０　ＢＴＴＩブロック
５０　ＲＴＴＩダウンリンク伝送
５１　ＲＴＴＩアップリンク伝送

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１５】 【図１６】
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